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機械器具 9 医療用エックス線装置及び医療用エックス線装置用エックス線管 
一般医療機器 骨盤画像診断・放射線治療用患者体位固定具（40901000） 

患者体位固定用天板 Type-T 

 取扱説明書を必ずご参照ください  
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 【禁忌・禁止】 

天板の患者とアクセサリーの合計積載重量が 100Kg以上で使用し

ないこと。［不具合が生ずる恐れがある］ 

 

【形状・構造及び原理】 

1. 構成 

本品は、以下の各部により構成される。 

1) ベースプレート 

2) トッププレート 

3) ガイドレール 

4) 足置台 

5) 固定バンド 

2. 各部の名称 

 

3. 本体寸法及び質量 

タイプ 長さ 幅 高さ 質量 

標準 1,880 mm 531 mm 88 mm 約 13.7 kg 

1,700 1,700 mm 531 mm 88 mm 約 12.6 kg 

※寸法および重量は足置台を含む 

 

4. 原理 

トッププレートはベースプレート上にあるレールをガイドとし

て移動可能であり、インデックスプランジャーにより固定され

る。（ベースプレート端で固定） 

インデックスプランジャーはレバーを引き上げながら回転させ

ると内蔵ピンが解除され、トッププレートが移動可能となる。 

取手は、撮影台、治療台及びストレッチャー間の患者移動時にお

いて、患者を乗せた状態で本品を水平にスライドしながら移動

できるよう装備される。 

5. 動作環境条件 

・温度：10～40℃ 

・湿度：30～85％（結露・氷結のないこと） 

・気圧：700～1060hPa 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、画像診断時や放射線治療に際し撮影台、治療台などの上に

載せて、患者の腹部及び骨盤部を適切に位置決め、固定する支脚器 

なしの患者体位固定具である。 

連続的画像診断または連続的放射線治療で容易に再現性のある位

置決めをするため、スライド機能を有する天板が配置されている。 

また、患者を乗せた状態で本品ごと移動できるよう取手が装備さ

れる。 

 

【使用方法等】 

(1) 本品を撮影台、治療台及びストレッチャーなどの上に載せる。 

(2) ベルトループ及び取手を使用して、固定バンドで撮影台、治療

台及びストレッチャーなどに固定する。 

(3) 患者の体幹部がトッププレート上に位置するように乗せ、必

要な処置を実施できるように適切なポジショニングを行う。 

トッププレートを移動する場合はインデックスプランジャー

のロックを解除し移動する。 

(4) 撮影台、治療台及びストレッチャー間の移動の際には、固定バ

ンドを撮影台、治療台及びストレッチャーなどから取り外し、

本品と患者を固定する。 

(5) 撮影台、治療台の横にストレッチャーを配置し、取手を掴んで

本品をストレッチャー上に水平にスライドしながら移動する。 

(6) CT 室などに搬送し使用する際には、取手を掴んで撮影装置天

板上に本品を移し替える。 

 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

1) 使用前に本品の外観上の損傷、取手のぐらつきなどの異常

が無いことを確認すること。 

2) 患者を乗せ水平移動等する際は、患者が滑り落ちることが

無いよう固定バンドで固定し、撮影台、治療台及びストレッ

チャー等から本品を完全に浮かせることなく、スライドさ

せるように取手 4 ヶ所以上で静かに移動させること。 

3) 撮影台、治療台及びストレッチャー等に搭載する場合は、本

品がテーブル等からずれないように固定バンドを利用して 

固定すること。 

 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 

1) ガイドレールとの隙間や、トッププレート及びベースプレ

ート等との隙間に衣服及び手や指等の身体の一部を挟みこ

まないように注意すること。 

2) 移動の際には、撮影台、治療台上の凹凸部及び突起部への接

触または干渉に注意し、本品を破損させないように注意す

ること。 

3) 患者への処置時、撮影台、治療台及びストレッチャー間の移

動時、およびストレッチャーによる搬送時においては、適宜、
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インデックスプランジャーにて適切な位置にトッププレー

トをロックした状態とすること。 

4) 本品については、試験による MR 安全性評価を実施してい

ない。 

 

＜併用注意＞ 

本品を搭載する撮影台、治療台及びストレッチャーは、表面が平 

坦な構造のものとし、ベースプレート裏面に破損を与えない構

造のものとすること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管方法＞ 

保管に際しては、ベースプレートを下側にして、水平を維持でき

るようにして保管すること。 

 

＜耐用期間＞ 

7 年：［自己認証（当社データ）による］ 

指定された保守点検を実施した場合 

 

【保守・点検に係る事項】 

＜使用者による保守点検事項＞ 

1) 点検項目 

・目視確認 

・クリーニング 

・動作確認 

2) 点検頻度 

・使用前後 

 

【製造販売業者及び製造業者の指名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社千代田テクノル 

製 造 業 者：吉田電材工業株式会社 


